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1研 究主題と研究の概要

一:児 童が生き生きと音楽活動をするための指導の工夫

l

L____二 二璽 思いや願いを大切1こして～

二
峯

」

1研 究主題設定の理由

児 童が社会 の変化 に主体的 に対応 して心豊 かに生 きて い くことがで きるよ うに,音 楽科 で

は,授 業 を通 して,自 らの よさや可能性 に気付 き,意 欲的 に課題 に取 り組 む ことがで き,友

達 とかかわ りなが ら音楽活動 を行 うことがで きるよ うにす ることが重要 であ ると考え る。

本研究 員が行 った ア ンケー ト調査 による と,児 童 は音楽 の授 業に対 して 「楽 しいな」「や っ

てみたいな」 「うま くな りたいな」 な どの,思 いや願 いを もって い る ことが わか った。 この

よ うな児童一人一人 の音楽 に対 する思 いや願 いを教 師が受 け止 め,授 業 の工 夫を して い くこ

とが大切 であ る。児童 が具体的 なめあて を もち,主 体 的に音楽活動 を行 う中で,お 互 いの よ

さを認 め合いなが ら,友 達 と協力 して音楽をっ くりあげ る楽 しさや喜 びを味 わ う姿 が,生 き

生 きと音楽活動す る児童 であると考え た。

しか し,実 際 の授業 では,児 童 にとって得意 な活動 もあれ ば不得意 な活動 もあ り,楽 曲 に

対 す る興味 ・関心 も多様であ る。 そのため,活 動内容 によって は意欲的 に活動で きない児 童

もい る。

そ こで,本 研究で は,児 童一人一人 の思 いや願 いを把握 したうえで,児 童が生 き生 きと音

楽活動 をす るたあの教 師の指導 の工夫 につ いて,以 下 のよ うな3点 の研究 の内容 を設 定 し,

授業研究 を通 して検証 す ることに した。

「翫 一 一
1児 童が 自分 の思 いや願 いを生 か しなが ら

,主 体的 に音楽活動で きる}

題材や発達段階 に応 じた教材 の工夫

◎学 習過程 の工夫i

児童 が 自分 のめあてを もって取 り組ebる ような学 習過程 の工夫t

◎ お互 いのよ さを認 め合 う学習形 態の工夫

お互 いのよさを認 め合 い学 び合 ってい く学習形態 の工夫
」

上記 の研究 の内容 にっ いて,実 際の授業 の中で,視 点 を明確 に しなが ら展開 してい くこ と

に よ り,児 童 は満足感や達 成感を味わ うことがで き,自 ら学 ぶ楽 しさや喜 びを もって 音楽 活

動 に生 き生 きと取 り組む ようにな ると考 え,本 主題を設定 した。
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2児 童 の実態

児童 の実態 を把握 す るため,研 究員所 属校 において ア ンケー ト調査 を行 った。調 査結果 や

日常 の授業 の様子 などを もとに,児 童 の実態 をま とめた。

(1)歌 う こ との好 き な児 童 が 多 い。 ②合奏 ・楽器 の演奏へ の興味,関 心が高 い。

啓ノ》
綿 色

々
な
楽
器
を

演
奏
し
た
い

合
奏
し
た
い
!

(3)音楽 を聴 くことは好 きだが,(4>目 標 を達成 した児童 は成就感 を味わ う。

学年 が進 むにつれ曲の嗜好 が はっきり して くる。

好

き
で
は
な
い
曲

ね
む
い
な
あ

-

(5)友達 と心 を通 わせて音楽活動す る ことが楽 しい。

(6)友達 や先生 に認 め られ るの は うれ しい。

(7)歌や楽器 を演奏 す ることが嫌 い な理由

画
・うま くで きな い

・難 しい

・演 奏 す るの は疲 れ る

興味 ・関 心 ・っ ま らな い,曲 が 嫌 い

歴
・笑 わ れ る

・恥 ず か しい

・友 人 関 係

一3一



3目 指 す児童像

児童 の実態 や 日頃 の実践 におけ る課題,生 き生 きと音楽活動 を してい る児童 の様子 な どの

情 報 を交換 し,目 指す児童像 を導 き出 した。

生き生きと音楽活動をする児童

音楽 に対 す る思 いや願 いを

もっ児童

「諏 夢やあごが癒=一
i・ 音 楽 や様 々 な 音 に興 味 ・関 心 を もっ。1

・音 楽 の美 しさ,よ さな ど を感 じる。

・こ 童竺 塾 と感じる・
_コ

めあて を もって,よ りよい音楽

活動 を しよ うとす る児童

/一 一=丁}
・学 習 に お け る具 体 的 な め あ て を もち ,進

ん で音 楽 活 動 を しよ う とす る。

・感 じた こ とを生 か しイメ ー ジを膨 らませ , 」

主 体 的 に音 楽 にか か わ る。

L二旦墾 空成就感堂墜拠

お互 いの よさを認 あ合 い,

協 力 して音楽 をっ くりあげようと

す る児童

・共に音楽をっ くり男げる楽しみを味殉

巳纏 謙 驚ζ響戴漏宅讐:

4研 究仮説

児童 の実態や 目指す児童像 を明 らか に しなが ら,児 童が生 き生 きと音楽活動 をす るたあ に

は,次 の点が大切だ と考え た。

(1)児 童が,音 楽の楽 しさや美 しさやよさなどを感 じ,音 楽 に興味 ・関心 を もっ こ と。

(2)教 師が児 童の実態 を よ く見っめ,思 いや願 いを受 け止め るよ うにす ること。

(3)児 童 が思 いや願 いを もち イメー ジを膨 らませ,め あて に向か ってに音楽 にかかわ ること。

(4)児 童 同士,児 童 と教 師が ともに音楽 をつ くりあげる喜 びや楽 しさを味わ うこと。

(5)一 人一人 の音楽経験 や音楽 への思 いや願 いが,次 の音楽活動 や学校生活 およ び日常 の生

活 に生 か され るよ うにす ること。

以上 の点 を大切 に してい くことにより,児 童 は生 き生 きと音 楽活動 をす るであ ろうと考

え,次 のよ うに仮説 を設定 した。一
1児 童 の音楽への思 いや願 いを大切 に した題材 と学習過程 の工夫 を し,お 互 いのよ さll

を認 め合い,共 につ くりあげる授業 を展開す ることによ って,児 童は,生 き生 きと

音楽活動 をするだろう。 舞

L__ _」
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5研 究の全体構想図

への興味 関心か高 い。

一 学 習 指導 要 領 改 訂 ①基 本 方 針 一

・心豊かな人間の育成

・基礎基本の重視 と、個性教育の推進
・自己教育力の育成

・文化 と伝統の尊重 と、国際理解の推進

i

童楽科①目標

1

童 ① 実 態

、歌 った り、合奏 したり、

りす るこ とが好 きで、音楽

が高 い。

りなが ら、音楽活 動 をす る

と感 じ、人前 での発 表や 、

の練習 も熱心 である。

興 味関心の多様化 ・交友関

年 が進 むにつ れ苦手意識 を

⑰(∫す児童像r

・お互いのよさを認め合い、

協力 して音楽 をつ くりあげ

、・音楽 に対 する自分の思 いや

願 いをもつ児童 。
・めあてをもってよ りよい音

楽活動 を しよ うとする児童。

表現及び鑑賞の活動 を

音楽性の基礎 を培 うとと

音楽 を愛好する心情と音

する感性 を育て、豊かな

養 う。

もつ児童 が増 える傾 向があ る。 ようとする児童。

酬1究 王 蹟

児童が生 き生 きと音楽活動 をす るための指導の工夫
～ 一人一人の思 いや願 い を大切 に して ～

＼ ㈱ 仮 説1

児童の音楽への思いや願いを大切に した題材 と学習過程の工夫をし、お互いのよさを認め合い、
ともにつくりあげる授業を展開することによって、児童は生き生きと音楽活動 をするであろう

1

研 究 σ)肉 容

レ

`

題 材 の 工 夫 学 習 過 程 の 工 夫
お互いのよさを認め合う

学習形態の工夫

☆児童が自分の思いや願い

を生か しなが ら、主体的

に音楽活動できる題材や

発達段階に応 じた教材の

工夫

☆児童が自分のめあてを

もって取 り組めるよう

な学習過程の工夫

☆ お互 いのよ さを認め

合 い、学 び合 ってい

く学習形態の工夫

_鯉5法,

音楽が日常生活に浸透する環境づ くり

1

ア ンケー ト調査 の実施 ・文献研究 ・資料収集 ・検証授業 ・分析 と考察

研 究 の 成 果 と 今 後 の 課 題
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II研 究 の 内容

研究主題 に基 づいて次 の3点 を中心 に研究 を進 めた。

1題 材 の工夫

2学 習過程 の工夫

3お 互 いのよさを認 め合 う学習形態 の工夫

1題 材の工夫

題材 は,音 楽 の授業 を行 うための大切 な指針 である。年間指導計画 に題材を効果的 に配 置

す る ことは,学 習 への意欲 を高 め,楽 しい音楽活動 を行 うたあに重要で ある。 そのため,本

研究員 は年間指導計画 を分析 し,自 分たちの 日常 の指導 を見直 してみ た。その中で 「児童 は

音楽 の授業 をどのよ うに考 えているのだ ろう」 とい う視点 か ら児童 にア ンケー ト調査 を行 っ

た。 ア ンケー ト調査 の結果,「 目標 を達成 した児童 は成就感を味わ う」 とい う ことが わか っ

た。

そ こで,成 就感 を味 わ うためには,児 童が思 いや願 いを もち,イ メー ジを膨 らませ る こと

ので きる題材 を工夫 す ることが必要であ ると考えた。 そのために,児 童 自らが内容 を理解 し,

主体的 に活動で きるよ うな題材 を工夫す ること。 また,学 習活動の最初 に,児 童へ題材 を示

す ことによ り,あ あて を もって積極的 に音楽活動 に取 り組 む ことがで きると考え,題 材 の設

定 を工夫 した。

(1)児 童 の思 いや願 いを生かせ る題材 の工夫

実践2の 題材 に 「ぼ くらのチキチキバ ンバ ン号で旅 を しよ う」や実践3に 「わ た した ち

の変奏曲 になるよ うに」 とい ったサ ブテ ーマをっける ことで,世 界 に一っ しか ない自分 た

ちの曲 とい う意識 を もっ ことがで き,児 童 が満足感 や成就感を得 ることがで きた。

そ して実践2で は,既 成曲を合奏 す ることに とどま らず,教 材性を生 か して 自由に音づ く

りをす る部分 を取 り入れ,音 楽 を表現 す る力 をのばせ るよ う題 材 の工夫を図 った。

実践3の グル ープア ンサ ンブルで は,「 き らきら星」 の変奏曲 を自分たちのイメージに合 っ

た楽器 や伴 奏型を選 んで合奏 を し,完 成 したそれぞれの変奏 曲をっなげて,ク ラスの変奏

曲 にす るとい う発展 性を もたせ ることもで きた。

(2)児 童 の実 態 に合 った教材選択

実践2の 教材選択 で は,児 童 に とって歌 いやす く親 しみやすい曲の 「チキチキバ ンバ ン」

を選 曲 した。 これ は,合 奏 す る前 に歌唱 をす ることによって,合 奏への興 味 ・関心 を もた

せ ることもで きた。

また,実 践3の グルー プァンサ ンブルで は,「 きらきら星」 とい う,児 童 に な じみ が あ

り簡単 な和音 で表現 で きる易 しい曲 を選択 し,リ ズムや曲の感 じを変 え ることによ り音楽

の楽 しさを味わ うことがで きた。

実践1の 合唱導入 の指導 では,児 童 にとって無理 のない段 階をふむ ことので きるわ らべ
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うたを使 い,ユ ニゾ ンで歌 うことか らオ ステ ィナー トを加え,カ ノ ンにっ なげて合 唱 に発

展 させ ることをね らいと した。

この よ うに,一 人一 人の音楽的能力や特性 を把握 し,無 理 な く主体的 に進 あ られ るよ う

な,段 階 に応 じた題材や教材 の工夫 も大切であ る。

2学 習過程の工夫

学習過程 を工夫す るためには,児 童 の活動状況を常 に把握 し,活 動 を振 り返 るための評価

を行 うことが大切 であ る。 そ して,児 童が表現の工 夫を さ らに行 え るよう教 師は支援 しな

くて はな らない。

(1)学 習 の場 や機会 の工夫

教師側 か らの一方 的な指示 で はな く,教 材 や楽器 の選択 など,時 には児童 に選 択す る場

を与 え ることや,児 童一人一 人 にめあての設定 を考 えさせ見っ けさせ る こと も重要 な音 楽

活動 であ る。実践2や 実践3で は,グ ループに分かれて の活動を音楽室だ けでな く,他 教

室 も使用 した。 この ように児 童 に十分 な活動場所 を確保す る ことにより,お 互 いの音 を聴

き合 いなが ら心 の中 に膨 らませ たイメー ジを生か して,表 現 を工夫す る ことがで きた。 活

動場所 は,児 童 の相談や意見交換が行 われ る場 ともなる。 そ して その たあには,教 師が 計

画 した以上 に活 動時間 の確保 も必要であ ることがわか った。

また,グ ループに 「ひ らひ らモール」 「の りの りロ ック」 の よ うに児童 が興 味 を もち,

取 り組 ある名前や,活 動場所 に 「ス タジオ1」 「ス タジオ2」 とい った児童 の喜 び そ うな

名 前をっ ける ことで意欲 を もって取 り組む ことがで きた。

実践1で は,低 学年で遊ん だ り歌 った りしたわ らべ うたを高学年 の合 唱にっ なげ るた め

に,授 業 の導入部分 で,楽 しく歌 いなが ら体で感 じ遊 ぶ ことを行 った。 そのために,わ ら

べ うたで遊べ るスペースを確保 した。

(2>教 師 の適切 な支援

ア ンケー ト調査 で は,音 楽 の時 間での 「楽 しか ったこと」や 「っ ま らなか った こと」は,

教師 や友達 の ことばかけが影響 して くるとい う調査結果がで た。 この ことは教師 に誉 め ら

れ た り,友 達 が声 をか けて くれた ときの喜 び もあれ ば,教 師 に注意 され た り,友 達 との ト

ラブルで一瞬 に してっ ま らない時間に変 わ ってい く場合 もある ことを示 して いる。

実践1で は,わ らべ うたで楽 しく活動 す るために,自 分勝手 に歌 った り,友 達 の声が 聴

き取 れない ほどの大声で歌 った り しないよ うに助言 した。 そ うす る ことで,ま わ りの声 を

聴 き,合 わせ ようとす る気持 ちが育 って きた。 また,グ ループの活動で は,グ ループ内で

音 がそ ろわなか った り,リ ズムが合わなか った りした場合 に,お 互 いに協力で きるように,

ア ドバイ スす るな どの配慮 を した。

実践2に おいて も,音 楽の技 術面 に配慮 しなが らバ ランスの取れ たグループ分 けを した。

そ して,発 表を行 った後 には,積 極的 にプラスの評価が児童 か ら出るよ うに した。 また,

練習 の順序,ア ドバ イスカー ド,合 奏のルールや音 づ くりにあた っての ヒントの掲示 など,

こまやかで適切 な教師 の支援 とことばか けがな された。
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(31視 聴 覚 機 器 や学 習 カ ー ドの活 用

実 践2で は,教 材 「チ キ チ キ バ ンバ ン」 の ビデ オを鑑 賞 す る こ とに よ って物 語 を 知 り,

楽 しみ な が ら曲 へ の イ メー ジを広 げ,音 づ く りの表 現 の 工夫 へ とっ な げ る こ とが で き た。

実 践3で は,学 習 の導 入 で 「ち ょ うち ょ」 を マ ー チ,ラ テ ン,ロ ック,ワ ル ッ,モ ール に

変 奏 し,シ ンセ サ イザ ー で作 成 した デ モ テ ー プを児 童 に聴 か せ た。 この活 動 で,児 童 は変

奏 曲 へ の イ メ ー ジが もち や す くな った。 ま た,そ れ ぞ れ の イ メ ー ジの グル ー プ に分 か れ 練

習 す る と きに,合 奏 を テ ー プ に録 音 して 聴 き,さ らに 工夫 す る こ とが で きた。

実 践2で は,曲 の 印 象 や思 い を カ ー ドに記 入 し,学 習が進 ん だ段 階で,そ れぞれ の イ メー

ジを広 げ,さ らに グル ー プで ま とめ る とい った カ ー ドの使 い 方 を した。 実 践3で は,学 習

計 画 表 の活 用 で,そ れ ぞ れが 活 動 の見 通 しを立 て,課 題 を もち,主 体 的 に活 動 す る こ と が

で きた。

個 人 ま た は グル ー プ で 目標 を書 か せ た り,イ メ ー ジ した こ とを書 か せ るな どの学 習 カ ー

ドや学 習 計 画 表 の活 用 は,児 童 が 音 楽 活 動 を す る上 で,立 ち止 ま り理 解 し先 へ す す む プ ロ

セ ス と して 重要 な こ とで あ る。

3お 互 いのよさを認 め合 う学習形態の工夫

(1}お 互 いの よさが認 め合え るよ うなグループ活動 と発表 の場 の設定

ア ンケー ト調査 の中に は,「 発表 す ることが好 き」 とい う回答 もか な り多 い。 そ れ と と

もに,「 友達 の発表を聴 くことが好 き」 とい う回答 も多 い。 児童 の心情 を生 か しなが ら,

発表 の場 をな るべ く多 く設 け ることによ り,発 表す る立場 や聴 く立場 の両 方を経験 で き,

お互 いのよ さを認 め合 え ることがで き るよ うにな った。 それぞれの実践授 業で は,児 童 が

自信 を もって活動 で きる教材 の選択,中 間発表 な どを取 り入 れ,友 達 の演奏 のよ いところ

を 自分 たちの演奏 に生 かせ るよ うに した。 さ らに,一 人一人 の意 見を認 め るような教 師 の

ことばかけや児童 の立場 にた った支援 を行 った。 また,児 童 が相手 を思 いや る発言 がで き

るよ うな環境作 りに努 めた。

(2)安 心 して活動 で きるための雰囲気づ くり

ア ンケー ト調査 の中 には,「 友達 にいろいろ言わ れる。一 人で はっ ま らな い。 恥 ず か し

い」な ど他 の人 とのかか わ りに関係のあ る理 由がみ られる。 これは,ま わ りの人 か ら認 め

て もらいたい とい う気持 ちの表れ と も考え られ る。 この ことか ら,児 童一人一人 が安心 し

て活動で き,お 互 いのよさが認め合え るような音楽 の授業の雰囲気づ くりを大切 に した。

小 グループの学習形態 を取 り入れ ることによ り,自 分 の役割 に責任 を もち,グ ループで

の話 し合 いをす る ことによ って,一 人一 人の個性 を生か した活動 がで きるよ うにな った。

このよ うに主体的 に音楽活動す ることに よって,児 童一人一入 の思いや願いが生か され,

生 き生 きと した音楽活動がみ られ るようにな った。
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皿 実 践 U仔

【実践1】 第3学 年

題材 「ひびき合 いを感 じて」

一 友だ ちの声を ききなが ら,わ らべ うたを歌 お う一

～

1研 究主題 と本実践 との関連

「児童 の思 いや願 いを大切 に し」 というところか ら,現 在 の音 楽 の授業 へ の思 いや願 いを

把握す るために,4～6年 生 の児童 にア ンケー トを取 った。 その結果,低,中 学年で取 り入

れ たわ らべ うたが楽 しか った とい う回答 が多か った。確か にわ らべ うたで あそ びなが ら歌 っ

て いる顔 は,生 き生 き してい る。6年 生 で も好 きな曲にわ らべ うたとともに,合 唱曲 もあが っ

て いる ことか ら,歌 うことは嫌 いではない と考 える。

そ こで,低 学年 で学 んだわ らべ うたを生 か し,い か に中学年 の合唱の導入 に うま く結 び付

けて いけるか を考 えた。 また,グ ループ活動 を取 り入れ ることによって生 き生 きと活 動で き

ると考 え,グ ルー プでの発表 を取 り入 れた。

2本 実践 にお ける指導 の手 だて

(1)題 材 の工夫

◎ わ らべ うたを使 った教材

低学年 で学習 したわ らべ うた 「どんどん ば し」「なべ なべ」「ほた るこい」 を思 い出 し

て歌 いなが らあそんだ後,オ ステ ィナー トをっ けた り,カ ノ ンで歌 うな どの発展 したか

たちを提示 して,興 味 を もたせ る。

(2)学 習過程 の工夫

◎ 無理 な く合唱 へっ なげるために,段 階 をふんだ活動

① ユニゾ ンで うた う ② リズムオステ ィナー トをっ ける ③ オ スティナー トをっ ける

④ カノ ンで うた う ⑤部分二部合唱 ⑥二 部合唱

◎ わ らべ うたであそぶ場所 の設定

一教室 の中で
,わ らべ うたのあそびが スムーズにで きるように,ス ペースを確保す る。

(3>お 互 いのよ さを認 め合 う学習形態 の工夫

◎ グループ学習形態 による主体的活動

好 きな曲を選択 し,グ ループに分かれて練 習す る時間を設 定す る。何度 も練習を重 ね

る ことによ って,旋 律 を聴 くこと,合 わせ ることを意識 す ることがで きる。

◎ 発表の場 の設定

発表の時間 を設定す る ことによって,他 の グルー プのよ さを認 め合 い,合 唱 に興 味 を

もたせ る ことがで きる。

3題 材 の 目標

(1)互 いの 歌 声 や楽 器 の響 き を聴 き合 って,表 現 す る。

(2)旋 律 の 重 な りに興 味 を もち,グ ル ー プで 楽 しん で 歌 う。
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4教 材 名

わ らべ うた 「どん どん ば し」 「なべ なべ」 「ほた る こい」 「あ め こん こん」

5学 習 内容

(1)主 旋 律 と オ ス テ ィナ ー トを合 わせ て歌 う。

(2)カ ノ ンで歌 う。

(3)グ ル ー プ で発 表 す る。

6題 材 の評 価 規 準

(1)声 や音 の重 な り合 う響 きに関 心 を もち,楽 しん で聴 い た り表 現 した り して い る。

② 旋 律 の重 な りや響 きを感 じ取 り,バ ラ ンスを 工夫 して表 現 して い る。

(3)拍 の流 れ に の って,音 程 や リズ ム を正 し く演 奏 す る こ とが で き る。

(4)友 達 の表 現 の よ さを感 じ取 って 聴 いて い る。

○Oo

でだ しを

あわせよ う!

一べ

♪

一

っ

な

け

一

ぬ

べ

こ

一

っ

な

ぞ

○

℃◎)
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題材 「ひび き合 い を感 じて」

～友だちの声 をききなが ら

わらべ うたを歌お う～

わ5ぺ5た

「ざんdん1δ0」 「」δべ むべ」

「1δた るcc、 」 「⑨さ》cんcん 」

3年 生

指 導計画(5時 間)

〈題 材 の 評価 規 準 〉

〔1)声や音の重 なり合 う響 きに関心 をもち、楽 しんで聴 いたり表現 したり し

iて いる。

li;1難灘 難 繋 謀llll綿1春織 ρ.1

刈

回

第1次(2時 間) 第2次(1時 間) 第3次(2時 間)

1

=

1

ね

ら

い

学

習

活

動

場

の

工

夫

支

援

評

価

・ 「どん どん ば し」 「な べ なべ 」 「ほ た る こ い」 の オ ス テ ィ

ナ ー トの リズ ム や旋 律 を理 解 す る。

・互 いの パ ー トの リズ ム ・音 程 ・歌 い方 な どが 、 友 達 と合 う

よ うに 気 を付 け て歌 い 、歌 あ そ びの 楽 しさ を知 る 。

・グル ー プ の発 表 を聴 い て 、友 だ ちの よい とこ ろ を見 付 けて 、

自分 た ち の歌 に生 か す 。

・ 「どん どん ば し」 「なべ なべ 」 「ほ た る こい 」 をつ なげ

て 、 カ ノ ンの お も しろ さ を感 じて歌 え る よ うに す る。

・カ ノン とオ ス テ ィナ ー トを使 って 「あ め こん こん」 を三

部 で 歌 え る よ うに す る。

(D丸 くな っ て 、3曲 の わ らべ うた で 、楽 し くあそ ぶ 。

② オ ス テ ィナ ー トの リズ ム を手 や打 楽 器 で叩 い た り、旋 律

を、 リコ ー ダ ー で吹 い て覚 え、歌 え る よ うに す る 。

(3)主 旋律 とオ ス テ ィナ ー トを合 わ せ て歌 え る よ うに す る 。

㈲ カ ノ ンで歌 え る よ うに す る。

(5)グ ル ー プ を つ くり、3曲 の 中 か ら好 き な曲 を選 ん で 、 グ

ル ー プ で練 習 をす る。

(Dグ ル ー プ ご とに 、 リズ ム ・音程 ・歌 い方 ・バ ラ ン ス な ど

の め あて を もっ て 、練 習 をす る 。

(2)グ ル ー プ ご とに発 表 をす る。

(3)各 グル ー プ の発 表 を聴 い て 、 そ れ ぞ れの グル ー プの よ い

と こ ろ を発 表 し合 う。

(4)次 の め あ て を考 え る。

(1)3曲 をつ な げ た カ ノ ン を理 解 して歌 う。

② 「あ め こ ん こ ん」 を 、 カ ノ ン唱→ オ ステ ィナ ー トと主

旋 律 → カ ノ ン とオ ステ ィナ ー トと主 旋 律 、 とい うよ うに

段 階 をつ け て 、三 部 合 唱 で歌 え る よ うにす る。

(3)違 うパ ー トの 音 を意 識 しな が ら、 カ ノ ンや オ ス テ ィナ
ー トをつ け 、 わ らべ う た を楽 しん で歌 え る よ うに す る 。

一 一 一＼
わ らべ うたで遊 ぼう グル ープで楽 しく練習 発表会 をしよ う みんなで三部合唱に挑戦

机

T

机

④((3班))①(④@
)⑤

.(④(④
5班

葛
①(④(④

机

T

初

棚. 杣一 一

・楽 しく活動で きる雰囲気づ くりを し、あそぶスペー スを確

保 できるような場 の設定 をす る。
・範唱 を聴い て、 自分勝手 に歌 ったり、友達の声 が聞 き取れ

ないほどの大声 で歌わないよう助 言する。
・無理 なく歌 える姿勢 が大切 なことに気 付かせる。

・グル ー プ の 中 で 、音 が そろ わ な か っ た り、 リズ ム が合 わ な

か った りす る児 童 が い る場合 は 、 お互 いに 協 力 で き る よ う

なア ドバ イ ス を す る。

・発 表 の際 は 、前 にで て 、 堂 々 と発 表 で き るよ うに す る。

・聴 い て い る児 童 か ら は、 積極 的 に プ ラ スの評 価 が出 る よ う

に促 す 。

・3曲 つ な げ るた め 、混 乱 しな い よ うに 、 そ れ ぞ れの 曲 を

イ メー ジ した絵 を黒板 に は る。

・わ らべ う たで 、楽 し くあ そぶ こ とが で きる。

・オ ス テ ィナ ー ト、 カ ノ ン を理 解 で きる 。

・歌 詞 や発 音 に気 を付 け て 、明 るい 声 で楽 し く歌 うこ とが で

き る。

・お 互 いの パ ー トの 重 な りや響 き を感 じ取 って 、バ ラ ンス を

工 夫 しな が ら歌 って い る。

・他 の グル ー プの よい とこ ろ を見 付 けな が ら聴 くこ とが で き

る 。

・音の重 なり合 うお もしろ さを感 じ取 っている。
・違 うパー トの音 を意識 しなが ら、楽 しんでわ らべ うたを

歌 うことがで きる。



8考 察

本 実践 で は,既 習 の わ らべ うた を つ か って,合 唱 へっ な げ るため にカ ノ ン唱 や オス テ ィナー

ト唱 を学 習 した。 そ の中 で,友 達 の 声 と合 わ せ る こ とを意識 した り,聴 き なが ら歌 う こと の

楽 しさを 感 じる ことが で き た。

(1>題 材 の 工 夫

◎ わ らべ うた を使 った教 材

ア ンケ ー トの結 果 に基 づ き,児 童 が興 味 を示 した こと もあ り,ま た,2音,3音,4

音 で 構 成 され,リ ズ ム も単純 にで きて い るわ らべ うたを 合 唱 の 導入 に 取 り入 れ た。1,

2年 に お いて,こ れ らの曲 を学 習 して お り,思 い 出 しなが らあ そん だ り,ユ 段 階進 ん だ

学 習 と い う こ とを は じめ に提 示 した の で,無 理 な く楽 し く学 習 す る こ とが で きた 。

(2)学 習過程 の工夫

◎段階 をふ んだ活動

ユ ニゾ ンで歌 う→ リズムオスティナー トをっ ける→旋 律 のオスティナー トをつ ける→

カノ ン唱 をす る

ユニゾ ン→児童対教師→児童対児童

このよ うに段階 をふみ,徐 々 に他の旋律 と合 わせ るというこ とに慣 れて い った。

◎ わ らべ うたで あそぶ場所の設 定

机 をコの字型 に し,真 ん中 にあそびの スペースを取 ることによ って,す ぐにあそび の

活動 に うっ る ことがで きた。 今回,グ ループで練習す るときに,同 じ教 室内で活動 す る

ことは,自 分 たちの声が聴 き取 りに くいので,他 の教室や,廊 下な どを使 うな どの工 夫

が必要 であ った。 しか し音楽室の まわ りには教室が ないため,こ れ はいっ も抱 えて い る

課題で ある。

(3)お 互 いのよさを認 め合 う学習形 態の工夫

◎ グループ学習を取 り入れた主体 的活動

は じめて グル ープごとの合 唱に取 り組んだが,グ ルー プごとによ く練 習 していた。 し

か し,グ ループ活動 を した とき,進 度 に差がで き,め あてを達成 したあ との活動 を用意

してい なか ったたあ,何 を してよいのかわか らない児童 の姿があ った。 さ らに一 歩進 ん

だめあてを用意 してお くことや,グ ループをかえて活動 させ るなどの工 夫,ま た児童 だ

けで先 の見通 せ るよ うに学習 カー ドを用意す るなどの工夫 が必要 であ った。

◎ 発 表 の場 の設 定

これ まで グル ー プ ご との発 表 は,合 奏 で しか 行 って い な か った。 この題 材 で は じめ て

グル ー プ ご との合 唱 発表 を した。 発 表 す る と い うこ とで練 習 も熱 心 に取 り組 み,緊 張 感

を も って発 表 して い た。 ま た,他 の グル ー プ の発 表 を聴 くこ と によ って,ど の よ うに オ

ステ ィナ ー トや カ ノ ンが聴 こえ るか を感 じ取 る こ とが で き,友 達 の よ さを認 め合 う こ と

が で きた。
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そ の他 今 回 の活 動 で は,出 だ しの 音 を リコー ダーで 取 らせ て い たが,Aの 音 で は,地 声 で

は高 く,頭 声 的発 声 で は低 く,中 途 半 端 な高 さ で あ った。 も う少 し楽 に,発 声 で き る高 さ に

す れ ば,児 童 も取 り組 み や す か った と考 え る。

本 実 践 を通 して,た だ 元 気 に歌 うだ けが よい こ とで は な く,他 の児 童 の声 を聴 き,合 わ せ

る とい う こ とを意 識 す る よ う にな った。 今 後 も,こ の意 識 を大 切 に しなが ら,カ ノ ンや オ ス

テ ィナ ー トを使 った 曲 を 数 多 く歌 わ せ る こ とに よ って,無 理 な く,楽 し く,二 部合 唱 へ と っ

な げて い きた い。
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【実践2】 第4学 年

題材 「イメー ジを広 げて表現 しよう」

一 ぼ くたちのチキチキバ ンバ ン号 で旅 を しよ う一

1研 究主題 と本実践 との関連

ア ンケー トの結果,児 童 は,い ろいろな楽器 に触 れてみたい,い ろいろな楽器 を演奏 で き

るよ うにな りたい,み んなで楽 しく合奏 した い,と い う思 いを もって い る。

グループで の合奏 を取 り入れ る事 によって,① 自分 の役割が明確 にな り責任感が育 つ② 旋

律 や リズムなどを注意 して演奏す ることによ り,演 奏技能が向上す る③友達 とのかか わ りを

深 め る ことで,助 け合 い,協 力す る態度 が身 につ くと思 われ る。

児童がっ くって い く曲の中で,表 現豊 かに仕上が って い く満足感が,音 楽 に対す る関心 ・

意 欲 をさ らに高め,よ り生 き生 きと活動す る と考え た。

また,こ の題材で は,単 に合奏す るだけではな く,教 材性を生か して 自由 に 《音づ くり》

をす る部分を取 り入れ ることで,曲 に対 するイメー ジを広 げ,音 楽を表現 す る力をの ばせ る

よ うに指導 して いきたいと考えた。

2本 実践 における指導 の手 だて

(1)題 材 の工夫

◎教材 の選択

本教材 は,教 科書教材 で音 も取 りやす く,軽 快 な リズムで親 しみ やす い。 また,「 チ

キチキバ ンバ ン」 は映画 の中 に出て くる車 の名前 であ り,解 体寸前 の車 を大改造 した と

ころ,空 を飛 び,海 を走 る夢の車にな った とい う空想物語で あるので,児 童が喜 んで取

り組 める教材で あると考え た。

(2)学 習過程の工夫

◎ 楽器奏 法にあた っての基礎 ・基本 の大切 さ

・楽器 の基本的な音の出 し方
,扱 い方 を知 る。

・楽器 の音量 を工夫 す る
。

・拍 を合 わせ る。

◎学習 カー ドの活用

合奏 のルール,音 づ くりにあたっての ヒン ト

カー ドを提示す る。

◎ 視聴覚 機器 の活用

ビデオ をみて物 語を知 ることによ り,楽 しみ なが ら曲への イメージを広 げ,そ れ を生

か して,音 づ くりの表現 の工夫 をす る。

◎表現 す る力の育成

① 各 自でイ メー ジ した ものを音具や楽器で音づ くりする。

② グループ ごとにイメー ジを膨 らませなが ら,ふ さわ しい音色 を工夫 す る。
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◎ グループ ごとに学習 で きる場所 の設定'

一っ の教室 の中 で全 グループが活動す るので はなかなか音 が聴 き取 りにい くので
,ス

タジオ1～4な どの他教室 に分かれて活動で きるよう学習環境 を設定 した。

(3)お 互 いのよさを認 あ合 う学習形態 の工夫

◎ グループ学習 による主体的活動

グループ学習す る ことによ って友達 とよ りよ くかかわ ることがで き,主 体 的に活動 す

る ことがで きる。

◎発 表の場 の設定

グル ープ ごとの発表 を設 ける ことで,他 の グルー プのよ さや工夫 した ところを認 め合

うことがで きる。

3題 材 の 目標

(1)友 達 と協 力 しなが ら楽 しく合奏を工夫す る。

② グループで 「チキチキバ ンバ ン号」 のイ メー ジを広 げ,音 づ くりをす る ことによ って 表

現力 を高 め る。

(3)聴 き合 う活動 を通 して,お 互 いのよ さを認 あ合 う。

4教 材

「チ キ チ キ バ ン バ ン 」(リ チ ャ ー ド ・ シ ャ ー マ ン/コ バ ー ト ・ シ ャ ー マ ン 作 曲)

5学 習 内 容

(1)「 チ キ チ キバ ンバ ン」 の歌 唱 を す る。

(2)全 員 で 主 旋 律 を階 名 唱 した り,リ ズ ム打 ちを した りす る。

(3)グ ル ー プ ご とに合 奏 す る。

(4)「 チ キ チ キ バ ンバ ン」 の ビデ オ を み る こ とに よ って,一 人 一 人 が そ れ ぞ れ の イ メ ー ジ を

もっ。
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(5>イ メー ジを も ち学 習 カ ー ドを書 きなが ら,音 を っ く るた め の い ろ い ろ な要 素 に気 付 く。

始 ま`ノの/'夫

鞍強多多獄

「1燦39

1、

(6)グ ル ー プで,自 分 た ちの チキ チ キ バ ンバ ン号 の イ メー ジを膨 らませ,

に書 き こみ なが ら,音 で 表 現 す る。

遡 皿 毒

い ノ
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→麟1翫
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幅 獣 ㌘

グル ー プで 発 表 し,お 互 い に聴 き合 う。

グ ル ー プの イ メ ー ジの音 を っ な げて,

之3ろ.ζ

肌

蹴

黙

姓

婚

妬

如

_矯 脇1圃

1二驚 畿ミ'論

瓶諜磯
轄 褥 　啄爾 礪礪蠕

粘
一 奇曙 黛 聯

ク ラスの 「チ キ チ キバ ンバ ン号 」 の演 奏 をす る。

6題 材の評価規準

(1>意 欲的 に自分 のイメージを音で表現 し,グ ループで協力 し合 って活動 して いる。

(2)イ メージに合 う演奏の仕 方や楽器 の組 み合わせを工夫 してい る。

(3)自 分 の担当楽器 を演奏で き,イ メー ジを膨 らませて,い ろいろな音で表現で き る。

(4)お 互 いの演奏 を聴 き合 い,友 達 の演奏 のよさや工 夫 した ところに気付 いている。
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ー

ミ

ー

1題 材 「イメージ狐 熊 現しよ;」
き

i～ ぼくたちのチキチキバンバン号で旅をしよう～一

「チ キ チ キ バ ン バ ン」

4年 生

指導計画(11時 間扱い)

へ
i〈題材の評価規準〉
ゴ

i(1)意 欲 的 に 自分 の イ メ ー ジ を音 で表 現 し、 グル ー プ で協 力 し合 って活 動 して い る 。
1(2)イ メ ー ジに 合 う演奏 の仕 方 や 、 楽 器 の組 み合 わせ を工夫 してい る。

}(3)自 分 の 担 当 楽器 が演 奏 で き 、 イ メ ー ジ を膨 らませ て 、 い ろ い ろ な音 で表 現 で き
} る

。}

i(4)お 互 いの 演 奏 を聴 き合 い 、友 達 の 演 奏 の よ さや工 夫 した とこ ろ に気 付 く。

ね

ら

い

学

習

活

動

場

の

工

夫

支

援

評

価

(垂1次 (1時 間)第2次(3時 間)第3次(3時 間) 第4次(4時 間琶===)

・拍の流 れを感 じ取 ったり、曲の雰囲気 をつかん

で、生 き生 きと歌 う。

・曲の雰囲気 を感 じ取 り、楽器の組み合 わせ や

バ ランスに気 を付 けて合奏 する。

・自分のパ ー トに責任 をもっ。

・鑑 賞 を通 して情 景 を想像 し、イメージ を広げる。

・自分の 「チキチキバンバン」号の イメー ジを構築 し

イメージに合 った音楽 をつ くる。

・自分 たちの イメージにふさわ しい音色 を工夫 し、

「チキチキバ ンバン号」 を発表 する。
・それぞれの グル ープが工夫 したよいところを発表

し合 う。

㈲ 「チキチキバンバン」の範唱 を聴 く。

② 主旋 律、 リズムの音取 り をする。

(3)拍 感 を身につけるために、 リズム リレー を

する。

㈲ 「チキチキバ ンバ ン」 を歌 う。

〈 グ ル ー プ 学 習 〉 友 達 と よ り よ く か か わ る

q)グ ル ープをつ くる。

② 実際にい ろいろ な楽器の音 を出 して、音色

や音量のバ ランス を考 えなが ら、担当楽器 を

決めて、合奏の練習 をす る。

(個人の練習⇔ グルー プの練 習)

q)「 イ メー ジ カ ー ド」 に記 入 す る 。 (1)グ ル ープでイメージを考 え、音 づ くりをする。

(2)発 表の準備(場 面の説明 ・工夫 したこと ・演奏

の練習等)を し、発表会 をする。

(3)各 グル ープの発表 を聴 いてそれぞれのグループ

の よいところを発表 し合 う。

(4)各 グル ープの 曲を一 つにつなげて、クラスの

「チキチキバンバン号」 と して完成 させる。

ヂ どんな車なのか、 どこを走 っているのかなど、
「

iそ れぞれのイメージ を広げる。

② 一天 一人がめあて をもち、イメージを学習 カー

ドに記 入 しなが ら音 づ くりをする。(個 人)

(3)楽 器 の選択や奏 法 を工夫 して練習 をする。

「

音 楽 室 〈27人 〉 ス タ ジ オ1〈7人 〉 ス タ ジ オ2〈7人 〉 ス タ ジ オ3〈6人 〉 ス タ ジ オ4〈7人 〉 音楽室 発 表 会
1獣 胴 褒[

■

タム タム

i・ 零 ・・○○

○;朔 ・琴

(・ チ)[華 ヨ

オルカン 小太鼓

匝 〕 大太鼓

匝 〕[亜 コ

・・ガ・[、 鉄琴
ノ 〕

・・ゴ8[、 木琴
ノ 〕

⑱
オルカ ン

匿 〕[、鉄琴ノ 〕

9尽 ○
陛〕 打楽ン

ピア ノ

オル ガン

1漁紳

⑭
険

,2ク
■

ピア ノ

ォル カン ⑦
　唱聰■■軸㍉一_-

・旋律の まとまりを感 じ取 りながらイメー ジを

膨 らませて歌 えるように、歌詞表 を掲示す る。

また、姿勢に気 をつ けて歌 うよう助言す る。

・主旋律 を生 き生 きと歌 えるよ うにするために、

歌いやすい高 さに移調す る。

(合奏 は、ハ長調 ・歌 は、 ト長調)

・グル ープ内で協力 し合 って合奏練習で きるよう

なグル ープ分 けをす る。

・グル ープ活動 が しやすいよ うに 、4教 室の練習

場所 を用意す る。
・各 グル ープが同時に活動で きるよう、楽器の種

類や数 をそろ えて、各教室の中央に置いてお く。
・合奏のルールの掲示。

。イメージ をもつこ とができるよ うに 「チキチキ

バンバ ン」の ビデオの一部 を見せる。

・音づ くりの手だてとなるよ うに、音 づ くりに当

たっての ヒン トを提示 しながら、参考曲(教 師

の演奏)を 聴 かせる。

・一人一人が意図をもって音 づくりができるよう

に言葉 かけ をする。

・自信 をもって発表 したり、友達 に工夫 したことを

理解 してもらえるように、温 かい雰囲気 をつ くる。

・発表 に際 して、よい意見が出 るよう、め あてをも

って聴 くよう促 す。
・各 ク'ルー プの曲が一つにつ なげやすい ように、楽

器の配置、手順にっいて助言す る。

●リーダーが合図 をす る ●お互 いに目や動 きi

を見 たり、音 を聴いた りしなが ら合わせ る。i

.

…〈音づ くりに当たっての ヒン ト〉

…

●始まりの工夫 ●強弱の工夫 ●速さの工夫 ●楽器の奏法

●音の重なりの工夫 ●お互いの音をよく聴き合う晶量^一
11

・歌詞の内容 を理 解 し、自分な りの情景 のイメ

ージ をもつこ とができる。
・範唱 を聴 き、主旋律 を覚えて、 リズムにのっ

て、生 き生 きと歌っている。

曲 を 仕 上 げ る た め に グ ル ー プ で 協 力 し て 活 動 し て い る

・楽器の基本的な音の出 し方、扱い方 を知る。
・楽 器の音色 を生か して、曲想にあ った速度や強

弱 を工夫 している。

・ねば り強 く続 ける心 をもつ。

・場面 に合 った音 づ くりを工夫 し、よりイメージ

に近 いもの をつくろうと している。

・イ メージ を膨 らませ、 グループで協力 し、意欲的

に工夫 をしなが ら音づ くりをしている。

・お互いの演奏 を聴 き合い、友達の演奏 のよ さや、

工夫 したところに気付 く。

刈

謙
櫛
理
画



8考 察

本実践 で は,グ ルー プ学 習の中に一 つの曲 としての合奏 を仕liげ ること,そ の後 イメー ジ

を もって音づ くりをす るという2つ の段 階をお って学習活 動を行 った。 その中で,み んな で

演奏 で きるよ うにな りたい,イ メー ジ した音 を出 してみたい とい う思 いを もって,友 達 との

かかわ りを通 して,工 夫 しなが らつ くってい く喜 びを感 じることがで きた。

(1>題 材 の工夫

◎ 児童一人一人が活躍す る場 があ り,児 童 にと って 自分 の存在感 の もて る授業 が大切 で あ

ると考え た。 グル ープでの取 り組 みで は,一 人一 人が大切 なパー トを もち,合 奏 と音づ

くりを通 して 自分 自身の存在 が確 かにな り,毎 回音楽 室 に来 ることを楽 しみに して活 動

で きた。

(2)学 習過 程の工夫

◎ 視聴覚 機器を活 用す ることで,曲 への関心 を深め,楽 しく導入 す ることがで きた。 さ ら

に音づ くりへ と学 習内容 が広 が った時,動 機付 けにもな り,さ まざまなイ メー ジがでて

きた。

◎楽 器奏法 にあた っての基礎 ・基本 にっ いて は,全 員 で拍 に合 わせて リズム打 ちを したり,

それぞれの楽器 の基本 的な音 の出 し方を学習 した り した ことで,合 奏 の時 だけで な く,

音 づ くりの時 も楽 器を大切 にで きた。 また,い ろいろな方法 を考 え,音 を出す ことへ の

可能性 が広 が った。 さらに,合 奏 のルールや音 づ くりにあた っての ヒン トの提示により,

ポイ ン トをお さえなが ら,練 習す る ことがで きた。

(3>お 互 いの よさを認 め合 う学習形態 の工夫

◎ グル ー プ学 習 は,い ろい ろ な グル ー プ分 けが考 え られ る が,今 回 は合 奏 曲 と して の 「チ

キ チ キ バ ンバ ン」 を演 奏 す る とい う大 きな 目標 が先 に あ った ので,音 楽 的 能 力 の バ ラ ン

ス の とれ た グル ー プに分 け た。 楽 器 決 め や,実 際 の練 習 に お いて は,お 互 い に協 力 し な

が ら,学 び合 う姿 勢 が見 られ た。

◎ 発 表 の場 を設 け た こ とは,児 童 に と って励 み に もな り,充 実 感 が 得 られ た。 そ れ ぞれ の

意 見 や感 じ方 を知 る こ とが で き,お 互 いを認 め,思 い や る心 を もっ こ とが で きた。 また,

ク ラス の曲 と して一 つ に ま と め た こ とで,お 互 い に共 感 しなが らっ く って い くこ とが で

きた。

一っ の教材 に対 して
,一 つ の ことだ けを活動 の場 として考え るので はな く,児 童 はあ らゆ

る場で いろいろな ものを吸収 して いる。今後 さ らに,教 材 の開発を し,児 童 の思 いや願 いを

積極的 に発揮 していけ る音楽活動 の場 を考 えてい く必要が ある。
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【実践3】 第5学 年

題材 「グループア ンサ ンブルを楽 しもう」

一 わ た したちの変奏曲 になるよ うに 一

1研 究主題 と本実践 との関連

5年 生 は,こ れ まで 「ふ しと低音」 という題材 でふ しに合 う低音 を選 び,そ れ ぞれのパ ー

トに合 う楽器 を選んで グループア ンサ ンブル をす るとい うことを経験 して きた。 その中で,

自分 たちの工夫 を生かす ことが で きる とい うこと,ま た友達 と合 わせ ることが楽 しい とい う

ことか ら,「 また グループア ンサ ンブルをや りたい」 とい う意見が多か った。

そ こで,「 一人 一人の思 いや願 いを大切 に して」 とい うことか ら,合 奏 の仕 方 を提 示 し,

児童 が自由に選択 し,イ メー ジにあ った楽器 を選んだ り,合 奏の工 夫を した りす る活動へ と

発展 させたい と考 え,本 題材 を設定 した。 また,友 達 の演奏 を聴 いて友達の工 夫を見付 け,

それ を児童 が 自分 たちの演奏 に生 かせ るよ うに したいと考え,発 表の機会を設 けた。そ して,

最後 に グルー プでっ くった合奏 を主題 でっなげて クラスの変奏曲 にす ることにより,つ く り

あげた喜 びを共有 させた いと考え た。

2本 実 践 に お け る指 導 の 手 だ て

(1)題 材 の工 夫

◎ 教 材 の選 択

1,IV,V(V7)の 和 音 で 表 現

で き る こ と,ま た,児 童 に な じみ の

あ る易 しい曲 で あ る た あ,い ろ い ろ

な 工 夫 を しや す い。

◎ イ メ ー ジに よ り変 奏 す る。

児 童 の思 いや 願 い を生 かす た め に

マ ー チ風 ラテ ン風 ロ ッ ク風 ワ

ル ッ風,モ ー ル風 な どの 曲想 を選 択

さ せ,そ の イ メー ジ に合 うよ うに 曲

を変 奏 し,楽 器 の 工 夫 を す る。 さ ら

に,グ ル ー プの 変 奏 をっ な げ る こ と

に よ って,ク ラ ス の変 奏 曲 に し,完

成 した喜 びを 共 有 す る。

ふ レ

知者

仙看

ふ し

メゴ首

仏看

一

ドFinc

糎1

ソ ソ 乃 ファ ミ ミ レ

11

ソ'ノ み 乃

骨#
ミ ミ レ

1■ II

魅8

r

Jも 」ソ サ ソ

喜 ク

尋響 三
L

尋 ≦ サ弄
ド シ 警 号ζ

ソ ソ ソ ソ ソ ソ ソ ソD .C.

知 者1♂2フ の 者 に して も よ い 。
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(2>学 習 過 程 の工 夫

◎ 適 切 な資 料 の提 示

児 童 が イ メ ー ジを もち やす い よ うに,「 ち ょ うち ょ」 を 使 って,マ ー チ風 ラ テ ン風,

ロ ック風 ワル ツ風,モ ー ル風 に シ ンセサ イ ザ ー で っ く った曲 を聴 か せ る。 ま た,自 分

が 選 択 した イ メ ー ジの グル ー プ に分 か れ た あ と,一 人 一 人 が それ ぞ れ の イ メ ー ジに 合 う

4小 節 のふ しをっ く る際,「 き ら き ら星 」 の5っ の伴 奏 パ タ ー ンを 用 意 し,ふ しを っ く

りや す い よ うにす る。

「駈 し
の き樋 ら跳 っく砂 』
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◎学習計画表 の活用(自 分 たちで学習の見通 しが もてる)

学習計画表 に活動 の ヒン トを細か い段 階でのせる ことで,児 童が学習 の見通 しを もっ

ことがで きるため,児 童が課題 を もって グループ活動 を進 めることがで きる。

また,っ まず きなど も学習計画表 によ って教師が把握 し,次 の支援へ とっ なげる こと

が で きる。

学習 計 画 表 「き ら き ら 星 」5年

月 日 全 体 の 学 暫計 爾 謡 ● の ヒ ン ト 自分 の め あ て よ か った こ と、 困 った こ と な ど 先 生 か ら

① ・ 「ちょ う ち よ 」

の5つ の 憤肇 側 を

を聴 ε.雰 圏気 の

違 い を`じ 歌 る。.
・自 分 の イ メー ジ

を 快 め る。

・5つ の イ メー ジ

マ ー チ.一 ワル ツ

ラ テ ン 、 ロ ッ ク

ひ ら ひ らモpル

禦卿'ノ 叡

② ・自 分 のイ メー ジ

に台 っ た旋 律 を1

人 で っ く る.
・グ ル ー プで 旋 俸

を 決 め る。

・メ ロ デ ィ ー の リ

ズ ム を 変 え る. 白・笥q》{メ'・グ'1二杉

・髭ふ 匙 き測 ど。

伽施離 で1ずりしい!

そ久ぞ九ナぐウ甑

1臼 牲 弓しゆ

》叉近「し工
冒 「,曾 噂 一

く■・… た① 「乙 わ、花 て"よ

評嫌 毛よくび}z土 しゼ
③

%
・ グ ル ー プ で パ ー

ト 分 け を す る.

・ 楽 固 を 訣 め る .

・ 練 晋 す る .

・∠ ロ デ ィ ー .和

讐呪 隙
σ

紺 淑 玖ち
'鱗 ・獅5ドb

初 くが1官 亙
どレか あ 蒔 しつ・

L』L童 は6ず 入
れ る.

・録 音 を して 聴

いて み る.

・中 閏 兄 表 を す る

・さ ら に 工 夫 を す

る 。

④

%
綾 習 職 劉魏 蜜 む1

F

J<括 ・ヒ ニうか

あ,τ ・9獣 とγ.

隔 ・してい ・マ

茅eで 丁5。

⑤

%
練 習 蘭 へ・…守＼フ㌻

ヤA
農 葛鴨

ね し 、㍉kl》・ 「 マ

蹄 して 調 がΣて

しも ㌃1τピ 離

モ1さ働 建■讐噺
ヨ7'し8つ,

⑥

縁
兜 表

・落 ち 着 い て 巌 奏

す る.
・友 逓 の 演 婁 の 良

い と こ ろ を 聴 き 取

る.

ア」紳 奄党 珠

す∫b

鱒雛 鱗 一
嬬 畠τ曹気栴 と

働 せマ 蕨 で
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◎ グループ ごとに学習 で きる場所 の設定

1っ の教室 の中で全 グループが活動す るので はなかなか音 が聴 き取 りに くいので,音

楽室,準 備室,生 活科室 に分 かれて活動す るよう学 習環境 を設定 した。

(3)お 互 いのよさを認 あ合 う学習形態 の工夫

◎ グループ学習 を取 り入 れる。

グループ学習形態 にす る ことに

より,一 人一人が責任をもってパー

トを受 け持 ち,ま た,グ ループで

の話 し合 いが重要 になるため,一

人一人 のよさが みえて くる。

◎ 発表の場 の設定

友達 の よいと ころを自分 たちの

演奏 に生 かす ことがで きることか

ら,練 習の過程で中間発表をす る。

母 罫
3瀞 》 晦

網

幽!匙
譲灘ダ

譲 一{・

駄
騨 β 臨

騒

鐸

礎

ド懇

繊
嚇

㌦
縞

晦

璽耀

よ か っ た ね カ ー ド

5年

#発 表を聴いて、よかった ところやもっとこうした方がよいとい うところを書

きましょう、

のソのリ

0ッ ワ 旺

△令季乳糠 儲}沖 猟 勲 つが

♪ト"5》 の ユ人楼 令 。工 ＼、†こ・

弓テン製班

レ,淋 ㌧ ヤ・丁α 狂 ふ つうに

か び幅 ・.ザザ・きガ ・所 ン。㍉手・4
よか鵡.

ぐ 一テ 班

ハ鞭 ・、;℃ 匁†ぎ＼、=が マ ー手・4・か ん じ で

蝋 齢観 穐
仏 ち眠 ち

=しづレ 班
想 ㌶灘 琉 瓠、伽 撫 趨
娩 。画 味廷・聴 その勲錦完。

ワル ヅ 班

鋤 的 晒 瀦 歓 き・し匂 あ が

罵.
q》↑リ瓶 、、甑 き仙旭#難灘

紘
3題 材 の 目標

(1>グ ル ー プ ア ンサ ン ブル に意 欲 的 に取 り組 み,合 奏 の楽 しさ を味 わ うよ うにす る。

(2)自 分 た ち の イ メ ー ジに合 うよ うに,グ ル ー プで合 奏 の仕 方 を工 夫 す る。

(3)お 互 いの 発 表 を聴 き合 って,よ さや 工 夫 した と ころ を認 め合 う。

4教 材 名

「き ら き ら星 」 フ ラ ンス民謡

5学 習 内容

-

∩
乙

O
Q

4

自分 た ち の っ く りた い曲 の イ メー ジを もっ。

自分 た ち の イ メ ー ジに 合 った 「き ら き ら星 」 をっ くる。

グル ー プ で分 担 し,協 力 しな が ら旋 律 や伴 奏 の工 夫 を す る。

グル ー プ ご とに合 奏 の発 表 会 をす る。

6題 材 の 評 価 規 準

(1)合 奏 す る こ とに興 味 を もち,友 達 と協 力 して 曲 を っ くろ う と して い る。

② 自分 た ち の イ メ ー ジに合 った表 現 の工 夫 を して い る。

(3)自 分 た ち の イ メ ー ジに合 った旋 律 や 伴 奏 を っ くって演 奏 して い る。

(4>友 達 の発 表 を聴 き,工 夫 した と ころや よ さ に気 付 く。
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ー

器

-

題材 「グループアンサンブル を楽 しもう」

～みんなの変奏曲になるように～

「吉5吉5星 」

5年 生

指導計画(6時 間扱い)

〈題 材 の 評価 規 準 〉

(1)合奏 することに興味 をもち、友達 と協 力 して曲 をつ くろうと している。

(2)自分 たちの イメージにあった表現 の工夫 をしている。

(3)自分 たちのイメージにあった旋律 や伴奏 をつ くって演奏 してい る。

(4)友達の発表 を聴 き、工夫 したところやよさに気付 く。

…… コ
刈

謙
鐘
摯
回

第1次(1時 間) 第2次(4時 間) 第3次(1時 間)

ね

ら

い

学

習

活

動

場

の

工

夫

支

援

評

価

・ 「ち ょ うち ょ」 の5つ の演 奏 例 を聴 き
、雰 囲気 の 違 い を感

じ取 り、 自分 の 演 奏 した い 「き ら き ら星 」 の イ メー ジ を膨

らま せ る。

・イ メー ジ に あ っ た旋 律 や リズム を班 で話 し合 い なが ら
、 ワ

ー ク シー トを使 って
、 グル ー プア ンサ ン ブル を工 夫 し、 自

分 た ち の 「き ら き ら星 」 をつ くる 。

・自分 た ちの つ く った 「き ら き ら星」 を、 グル ープ ご とに発

表 し、聴 き合 う。

ぎ

　

　

(の 「き ら き ら星 」 を鍵盤 ハ ー モ ニ カ で演 奏 す る 。

② 「ち ょ うち ょ」 の5つ の 演奏 例 を聴 き、工 夫 す る こ とに

よ って 、 い ろ い ろ な雰 囲気 の 「ち ょ う ち ょ」 が演 奏 で き る

こ と を知 る 。

(3)自 分 な りの 「き ら き ら星 」 の イ メー ジ をもつ こ とが で き

た ら、5つ の グル ー プ に分 かれ る。

(D自 分 の イ メー ジ に あ っ た旋 律 を一 人一 人 でつ く った あ と 、

旋 律 を持 ち寄 り、 グル ー プ内 で発 表 し合 い なが ら、 グル ー

プの 旋 律 をつ くっ て い く。

(2)各 グル ー プ で使 い たい楽 器 を選 び 、担 当 者 を決 め る。

(3)生 活 科室 、音 楽 室 、準備 室 に分 か れて練 習 す る。

(4)録 音 した り、中 間 発 表 を した り して、 演 奏 を聴 き合 い 工

夫 を重 ね る。 なお 、録 音の 際 は、 他 の グル ー プ は音 を出 さ

ない よ うに協 力す る。

(D自 分 たちのつ くった 「きらきら星」 をグループご とに発

表 し合い、友達の演奏のよい ところや、もっと工夫 した方

が よい ところ を見付 け、学習 カー ドに記入す る。

(2)「 きらきら星」の主題をグループの演奏の間に入 れて、

自分たちだけの変奏曲 をつ くる。

マ ー チ班 ・ワ ル ツ班 ・ラ テ ン班i

ひ らひ らモ ー ル班 ・の りの り・ ・ク班i 巨 翻;凝 製 孟蒲 言言ζ;1
一

一

音 楽 室 音 楽 室 準 備 室 生 活 科 室 発 表 舎 音 楽 室

①

茎

謎奪
マラカスガ

儲ン

画
ラテン班

〔ノバス木響＼][… コ ワ鑑ツ

○ 口 鷲..
タンブリン

1⑳曝 鴇.

ひ5ひ5芒 一ル班

套
【=コ 鍵盤鼓

ハーモニカ

○ ・ンブ,.

虫[互 コ
シンバル

①り0)り0ッ ク班

○,.フ,.

口 ・一 テオン フ。ア,ム

歪重 匠黒1

ラテ ン班 マーチ班

の りの り

ロック班

①

@
ひ らひ ら

モール班

一
・ 「ち ょ うち ょ」 を使 って

、5つ の 演 奏例 の テ ー

プ をつ くっ て聴 か せ 、 これ か らの 活 動 の イ メ ー

ジ をもつ こ とが で き るよ うに す る。

・児童 一 人 一 人 の 思 い を大 切 に す るた め に 、 グル
ー プの 人 数 が偏 っ て も よ い こ と を伝 え る

。

・グ ル ー プ に分 かれ た あ と、 イ メ ー ジ をつ か み や す くす るた め に 、 いつ で も リ

ズ ム伴 奏 の 音 楽 が聴 け る よ う、 カセ ッ トを用 意 してお く。
・ピ ア ノ は弾 け るが エ レク トー ン は無理 とい う児 童 は

、足 を使 わ ず左 手 をベ ー

ス に した り、 い き な り曲 に 入 るの が難 しい マー チ班 は 、前 奏 に ドラム マ ー チ

を入 れ た り とい うよ うに 、 つ ま ず きが見 ら れ るよ うな場 合 は 、児 童 の 意欲 を

大 切 に しな が ら、 ア ドバ イス をす る。

・グループでの活動 がつ まずいた時に
、自ら課題解決

がで きるよ う、〈練習の手順〉やくア ドバイスカー

ド〉 を作成 する。

・グループ発表 の際 、積極 的にプラスの評価 が児童の

中か ら出るよう、めあて をもって聴 くよ うに促す。

・一 つ の 曲 を様 々 に変 化 させ て 合 奏 す る こ とに
、

興 味 を もつ 。

・それ ぞ れ の 曲想 を感 じ取 り
、 自分 のつ くりた い

曲 の イ メ ー ジ を もつ こ とが で き る。

・試行錯誤 しながらも、友達 と協 力 し合 ってイメージに合 った楽器 を選択 した

り、演奏の工夫 を したりしている。

・友達の演奏 を聴いて、お互 いに意見交換 をして、自分た ちの演奏 に生 かそう

としている。

・自信 をも っ て発表 し、進 ん で友 達の よ い と ころ を見

付 け よ う と して い る。

・自分 た ちだ けの変 奏 曲 をつ くっ た こ と に よ って
、 よ

り グル ープ ア ンサ ン ブル を楽 しん で い る。



8考 察'

本 実 践 で は,「 友 達 と音 楽 をす る こ とが 楽 しい」 と い う児 童 の思 い や 願 い を 大 切 に し,友

達 と工 夫 しな が ら音楽 を つ くって い くグル ー プ ア ンサ ンブ ルを 行 った。 そ の 活動 に よ って,

一 人 一 人 が 自分 の役 割 に責 任 を もっ と と もに
,い ろ い ろ な意 見 を出 し合 う中 で お互 い の よ さ

を認 あ合 う こ とが で き,一 人 一 人 が生 き生 き と音 楽 活 動 で きた 。

ま た,同 じ曲 で はあ るが,グ ル ー フ.ご とに異 な る イ メ ー ジの 合 奏 を す る と い うこ とで,お

互 い の演 奏 に 関心 を も って活 動 で きた。

(1)題 材 の工 夫

◎ 教 材 選 択

「き ら き ら星 」 は,や さ しい曲 な ので 一人 一 人 が容 易 に取 り組 む こ とが で き,一 人 一

人 が イ メー ジに合 った ふ しを っ くる こ とが で き た。 ま た,曲 を 変化 させ た い とい う意 欲

に もつ な が り,楽 し くイ メー ジに合 った曲 をっ くる こ とが で きた。

◎ イ メ ー ジに よ る変 奏

マ ー チ風,ラ テ ン風 ロ ッ ク風,ワ ル ッ風,モ ール風 な どの 曲想 を選 択 す る こ とに よ

り,児 童 の思 い や願 い が生 か さ れ,生 き生 き と活 動 で きた。

(2)学 習 過 程 の工 夫

◎ 資 料 の提 示

「ち ょ うち ょ」 の 曲 で,い ろい ろな楽 器 を使 った演 奏 を 聴 か せ る こ と に よ っ て,5っ

の イ メ ー ジをっ か み やす か った。 ま た,一 人一 人 が 自分 の イ メ ー ジのふ しをっ くるため,

「き ら き ら星 」 の伴 奏 テ ー プ は大 変 有 効 で あ った。

◎ 学 習 計 画 表 の活 用

学 習 計 画 表 に よ って,活 動 の 見通 しが もて た こ とで,一 人 一 人 が 課 題 を もちや す く,

グル ー プ ごと に主 体 的 に活動 で きた。 また,今 どん な こと にっ まず い て い るか を 教 師 が

把 握 で き るの で,練 習 の手 順 な どを ア ドバ イ ス カ ー ドで 示 す な ど,次 の活 動 へ の 適 切 な

支 援 が で きた。

◎ 活 動 場 所 の工 夫

音楽 室,準 備 室,生 活 科 室 と活 動 場 所 を分 け た ことで 児 童 が 練習 の手順

伸 び伸 び と活 動 が で きた。 しか し,音 楽 室 は3っ の グル ー プ に
1①パートごとに練習する。

な って しま った の で,ほ か の グル ー プ と交 代 す る な ど工 夫 が 必 ②パートの成果を聴き合う。

要 で あ った。 ③グループ全員で合わせる。
④気づいた点をあげる。(3)お互

い の よ さを認 あ合 う学 習 形 態 の工 夫

◎ グ ル ー プ活 動 と発 表 の場 の工 夫

お互 い の よ い と ころ を認 め る とと もに,そ れ を 自分 た ち の演 奏 に も生 か す とい う こ と

か ら,中 間 発 表 を設 け た と ころ,友 だ ちの工 夫 を た くさ ん見 っ け る こ とが で きた。

今後 の課題 と して は,適 切 なめあてを もてない児童へ の支援 の仕方 を工夫す ること,ま た,

前 時に工夫 したことを確認 してか ら次の活動 へ とっなげるとい うことが あげ られ る。
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IV研 究の成果と今後の課題

1研 究の成果

楽 しそ うな表情 でのびのび歌 って いる児童,楽 器 の演奏 に真剣な まな ざ しで取 り組 んで い

る児童,友 達 とい っしょに協力 してっ くりあげた合奏 を終えて満 足そ うな児童,友 達 の演 奏

を耳をす ま して聴 いて いる児童,な ど,生 き生 きと音楽 にかかわ り活動 を してい る児童 の姿

を願 い,本 研 究 は始 め られた。

児童 が授業 の中で生 き生 きと した音楽活動を し,満 足感 や達成感 を味わ うには,教 師が 児

童 の側 に立 ち,児 童一人一人 の もって いる音楽 に対 す る思 いや願 いを受 け止め,大 切 に して

い くことが重要 であ る。 そのために,ど のように した ら児童 の思 いや願 いが生 き生 きと した

主体的 な音楽活動 にっ なが るか,「 題材 の工夫」「学習過程 の工夫」 「お互 いの よさを認 あ合

う学習形態 の工夫」 の視点か ら指導 の手 だてにっ いて研究を進 めて きた。

その結果,各 実践を通 して以下 のよ うな成果 を得 る ことがで きた。

(1)児 童の思 いや願 いを生かせ る題材 を設定 し,児 童の実態 に合 った教材 を選択す ることに

よって意 欲的 に音楽活 動 に取 り組 む ことがで きた。

(2}学 習活 動の中で,具 体 的な活動 の 「めあて」 を明確 にす ることによ って,児 童が課題 意

識 を もち,工 夫 して表現 す ることに対 して喜 びを見付 け,よ りよい音楽活動 を目指 そ うと

す る態度 が見 られた。

(3)学 習環境 の整備,視 聴覚機器 の活用,複 数 の教室 を活用す ることによって,児 童 は楽 し

みなが ら効果的 な学習 を進 めることがで きた。

(4>学 習 カー ドを活用す る ことによって,児 童一人一人が学 習状況 や学習過程 をふ りかえ り

なが ら主体的 な学習を行 うようにな った。

(5)お 互 いの よさが認 め合え るよ うな学習形態を工夫 し,グ ループ活動や発表 の機会 を設 定

す ることによって,聴 き合 い,お 互 いのよさを生 か し,共 に協力 してっ くり上 げよ うとす

る学習態度 が育 って きた。

2今 後の課題

今 まで の成果 を基 に,児 童が更 に生 き生 きとした音楽活 動をす るために は次 のよ うな課 題

があ る。

(1)児 童の思 いや願 いを生 か した題材,児 童の実態 にあ った教材 の工夫 を更 に進 あ,年 間指

導計 画を見直す。

(2)児 童 の関心 や意欲 を引 き出 し,主 体的な音楽活動 にっ なげるよ うな教師の適 切 な支援 や

言葉 かけにっいて工夫 を進 める。

(3)児 童 が友達 とのかか わ り合 いの中で,音 楽活動 をす る喜 びや楽 しさを味わえ るよ うな学

習形態 を更 に工夫す る。
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